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編集後記

　『武蔵野大学教養教育リサーチセンター紀要　�e Basis』第 5号をお届けいたします。本
号では、「産学連携ゼミ」と題して特集企画を組みました。「産学連携ゼミ」とは、3・4年
次の 2年間、企業・自治体等と連携し、学科横断のゼミ形式の授業と、連携先でのインター
ンシッププログラムの実施を主たる内容とするゼミであり、弊センター所属の先生方が担当
されています。同ゼミは、産業界等のニーズを取り入れながら、大学と企業・自治体による
協働開発プログラムの構築をも視野にいれており、学内外から注目を集めております。今回、
「産学連携ゼミ」を担当されている 4名の先生方にゼミの概要等をご報告いただきました。
本特集をきっかけに同ゼミの意義・重要性が広く周知され、各方面において関心が益々惹起
されますことを願っております。
　また、本号においては、特集に加えて、投稿論文 13本と近刊紹介 2本という、多数の力
作をお寄せいただきました。さらに、今回は英語論文も 2本、ご寄稿いただいたこともあり、
例年にも増して、多様性に富んだ、充実した紀要になったことと存じます。ご投稿ください
ました先生方、ありがとうございました。
　最後に教養教育リサーチセンターの志村清美様には編集事務作業の各段階で多大なご協力
をいただきましたことを、この場をかりて御礼を申し上げます。

（紀要編集委員会）
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